
園名

日時

１，活動テーマ

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書 ＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞

あそか保育園

令和7年　１月

＜テーマ＞

4歳児「色々な楽器に触れてみる」

＜テーマ設定理由＞

発表会に向けての練習が始まる前に様々な楽器に触れ、どんな音がするか音に触れ

てみようと思った。

２，活動スケジュール

カスタネット、タンブリン、鈴を用意して順番に触れてみる。

数人ずつで楽器を持ちそれぞれが持って鳴らしたり、叩いたりして音を出し

てみる。同じ楽器でも鳴らし方や叩き方で音の違いがあることを発見した

り、音楽を聞いて鳴らし見ることの楽しさを感じる。

　楽器によって音の違いがあることに気が付いて、鳴らし方や叩き方に

よって音が違うことにも気が付いていた。これから発表会などで楽器に触

れていく始まりとして、様々な楽器を手に取り自分で音を鳴らしてみる経験

をする中で子ども達ならではの表現や気づきがあった。

３，活動のために準備した素材や道具、環境設定

カスタネット、タンブリン、鈴、CD

４，探究活動の実践 ５，振り返り

＜活動内容＞ ＜振り返りによって得た保育士の気づき＞

触れたことがあったカスタネットを

触ってみる。

・カスタネットは強く叩くと大きな音

がする。

・「カチカチ」「トントン」と音がす

る。

鈴は最初はいろんな持ち方をしてそ

のまま振ってみる子が多かった。友

達の真似をして叩いてみると音が違

うことを知り、グーやパーで叩いて

比べたりしていた。

タンブリンは3つの楽器の中で、一番音

が大きかったことに気づいていた。

振って鳴らすよりも叩く事の方が大き

く音が出て楽しいようだった。




